
 ｢徘徊・見守りSOSネットワーク」は、認知症などにより徘徊される方や徘徊の可能性がある方を
事前に登録し、行方不明にならないよう支援体制をつくる仕組みです。
 徘徊の対応は、日頃からのネットワークが大切です。地域とのつながりは、人と触れ合うことや
役割を持つことで元気な脳を保つことにもつながり、緊急時や災害時にも大きな力となります。 
 認知症は、誰でもなる可能性があり、家族だけでケアをすることが難しい病気です。登録を機
に、公民館長さんや民生委員さん等と連絡をとり、登録者やご家族が、安心して過ごすことが
出来るような関係づくりを支援します。包括支援センターからも状況を確認します。

 もしも行方が分からなくなった際には、登録している協力員にメールや電話、FAX等で本人の
情報“名前・容姿・服装・特徴など”を配信し、少しでも早く発見につなげようというシステムです。

薬剤師

本人・家族

地域の見守

ころばん体操

体操をするだけでなく、地域の方と

話をしたり、簡単な当番等をすること

で、認知症でも社会参加し、役割持って

生き生きとした生活が続けられます。

かかりつけのお医者さ

んに定期的に診察し

てもらいましょう！

認知症地域支援

推進員
認知症の方やそのご

家族の相談支援や、

状況に応じて必要な

社会資源やサービス

につながるよう連絡・

調整を行います。

公民館長

民生委員

見守りグループ

民生委員さんは、その

地域の実情をよくご存じ

で、住民の立場から生活や

福祉に関する相談・援助

活動を行っている方です。

　認知症の方や家族の

不安や悲しみ、悩みはと

ても多いです。

一人で抱え込まず、話し

やすい誰かに相談したり

話をすることで、気持ち

の余裕が出来、前向きに

なれるかもしれません。

認知症カフェ

認知症ケアに詳し

いスタッフのいる

“認知症の人と家族

の会”もあります。

いちき串木野市 地域包括支援センター(串木野庁舎内）

　　　　☎ 0996－33－5644 

地域の方や民生委員、

専門職で情報共有の

会を開催し、登録され

た方が安心して生活

できるよう支援します。

ケア会議



警察署 (生活安全刑事課) ☎　  0996－33－0110

消防署 ☎　  0996－32－0119

☎　  0996－33－5644（直通）

☎　  0996－32－3111
　　（閉庁時:いちき串木野市役所)

連
絡
先

地域包括支援センター
(平日 8時30分～17時15分)

情報共有

包括から委員・協力員等に発見の情報を配信

警察が対応（本人確認等）

行方不明者を発見・保護したら

警察・消防・包括のいずれかへ電話

包括から情報配信

ネットワーク委員 協力員 市役所各課

警察・消防・包括で情報共有

ご家族がいずれかへ電話

警察署・消防署・地域包括支援センター

行方不明 発生

登録のない場合

は、その時点での

情報を聞き取り 

登録・配信を行う

警察から消防と包括へ情報提供


